










1.はじめに乳幼児突然死症候群(以下、SIDS という)の発生頻度に関して、わが国のそれは

、欧米諸国に比してかなり低いといわれている。これには種々の要因が考えられるが、そ

の一つには、SIDS についての医師をはじめとする保健医療関係者、さらに警察・保育関係

者などの認識の足りなさがあると思われる。 

前年の本研究において、筆者らは SIDSによる死亡が地域に偏りがあり、かつまた報告して

いる医療機関も特定なものに限られていることを知った。しかし、SIDSと報告されている

数も年々増加していることは事実である。このことからみて、SIDSについての認識は次第

に高まっていることは否定できないものの決して十分ではないといえる。 

本年度は、SIDS の発生件数の推移を調べ、さらに、窒息や心不全などといった死因の発生

件数と比較し、SIDS の発生頻度について検討した。すなわち、調査方法としては、1979

年及び 1980 年に生後 2 週以上 2 歳未満の死亡例のなかから、SIDS が直接死因にあげられ

ているもの、原因不明確な心不全、原因不明確な呼吸不全、原因不明確な窒息、発病から

死亡までの期間が 1日以内の肺炎などで、それらが直接死因であると記載されており、他

に疾病異常の記入がないもの、窒息に関しては誤飲・誤嚥による死亡でないものを抽出し

、これらの死因の発生件数の推移、地域別件数、死亡時年月齢、発生月、死亡場所につい

て比較し、SIDS についての認識の程度を知ることを目的とした。 


